
最

も

暑

い

時

季

に

行

わ

れ

る

夏

祭

は

夏

の

風

物

詩

と

言

わ

れ

、

祇

園

さ

ん

や

祇

園

山

笠

な

ど

全

国

的

に

知

ら

れ

る

お

祭

り

が

多

く

行

わ

れ

ま

す

。

農

耕

社

会

だ

っ

た

日

本

で

は

古

代

か

ら

、

豊

作

を

祈

る

春

祭

と

収

穫

を

感

謝

す

る

秋

祭

が

重

ん

じ

ら

れ

ま

し

た

。

対

し

て

夏

祭

は

盛

夏

期

に

流

行

る

疫

病

を

鎮

め

る

た

め

に

神

社

で

小

規

模

に

斎

行

す

る

祭

で

し

た

。

し

か

し

中

世

に

な

る

と

ん

業

発

展

を

機

に

都が病

と

商

工

業

が

発

展

し

て

、

都

市

部

の

京

都

に

人

口

が

集

中

し

て

疫

病

の

恐

れ

が

高

ま

り

ま

し

た

。

そ

の

た

め

八

坂

神

社

の

夏

祭

が

盛

大

に

行

わ

れ

各

地

の

夏

祭

も

大

規

模

に

な

っ

て

い

き

ま

し

た

。

当

社

で

は

例

年

通

り

宵

宮

に

は

献

湯

神

事

、

本

宮

に

は

夏

季

大

祭

を

斎

行

し

ま

す

。

神

楽

奉

納

は

拝

殿

に

て

承

り

ま

す

。

地

車

巡

行

な

ど

神

賑

行

事

の

詳

細

は

、

後

日

境

内

掲

示

に

て

お

知

ら

せ

し

ま

す

。

本

年

よ

り

夏

祭

の

日

程

が

変

わ

り

ま

す

の

で

ご

留

意

下

さ

い

。

秋

祭

神

輿

お

渡

り

神

事

が

復

活

し

て

本

年

で

三

年

目

と

な

り

ま

す

。

今

年

も

氏

子

崇

敬

者

様

よ

り

広

く

奉

仕

者

を

募

集

し

ま

す

。

社

務

所

受

付

に

て

神

饌

料

を

承

り

ま

す

。

神

饌

料

を

賜

り

ま

す

と

祭

当

日

に

拝

殿

ご

昇

殿

に

て

神

楽

奉

納

、

撤

下

品

を

授

与

し

ま

す

。

奉

納

者

名

を

境

内

の

掲

示

板

に

掲

示

し

ま

す

。

奉

仕

者

に

は

お

そ

ろ

い

の

法

被

を

ご

用

意

し

ま

す

。

当

日

は

神

社

で

お

祓

い

の

後

に

出

発

、

大

宮

地

区

を

約

二

時

間

巡

幸

し

ま

す

。

台

車

に

乗

せ

た

神

輿

を

引

き

綱

で

引

く

の

で

、

年

齢

男

女

問

わ

ず

ど

な

た

で

も

ご

参

加

い

た

だ

け

ま

す

。

巡

幸

後

は

神

社

に

て

直

会

を

行

い

ま

す

。

神

輿

巡

幸

は

大

宮

み

こ

し

会

の

子

ど

も

み

こ

し

巡

行

と

合

わ

せ

て

行

い

ま

す

。

詳

し

く

は

社

務

所

ま

で

お

問

い

合

わ

せ

く

だ

さ

い

。
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平

成

二
十

九

年

夏

季

大

祭

七

月

二

十

二

日

土

曜

日

十

一

時

献

湯

神

事

二

十

三

日

日

曜

日

十

一

時

夏

季

大

祭

神

楽

奉

納

（

拝

殿

ご

昇

殿

）

午

後

三

時

～

九

時

本

年

よ

り

夏

祭

は

、

七

月

の

第

四

日

曜

日

と

そ

の

前

日

土

曜

日

の

二

日

間

に

変

更

し

ま

す

↑

大

宮

地

区

地

車

宮

入

↑

拝

殿

で

の

神

楽

奉

納

右

上

は

昨

年

の

奉

仕

者

集

合

写

真

。

左

下

は

巡

幸

の

様

子

。

平

成

二

十

九

年

十

月

二

十

一

日(

土)

午

後

二

時

三

十

分

集

合(

予

定)

秋

祭
神

輿
お
渡
り
奉
仕

者
の
募
集

狛

犬

は

二

匹

一

対

の

獅

子

型

の

像

で

す

。

二

匹

は

「

阿

呍

（

呼

気

と

吸

気

の

意

）

」

を

表

し

、

口

の

開

い

て

い

る

阿

像

・

閉

じ

て

い

る

呍

像

の

両

者

が

一

体

に

な

っ

て

神

社

を

お

守

り

し

て

い

ま

す

。

中

国

、

朝

鮮

を

経

て

日

本

に

伝

わ

り

、

犬

に

似

て

い

る

が

日

本

の

犬

と

は

違

う

不

思

議

な

姿

に

高

麗

の

犬

と

考

え

て

「

狛

犬

」

と

名

付

け

ら

れ

ま

し

た

。

平

安

時

代

に

宮

中

に

お

か

れ

た

の

が

最

初

で

、

鎌

倉

時

代

頃

に

は

神

社

に

も

置

か

れ

る

よ

う

に

な

り

ま

し

た

。

狛

犬

の

原

型

に

は

諸

説

あ

り

、

一

説

に

は

古

代

オ

リ

エ

ン

ト

諸

国

で

聖

な

る

者

の

守

護

獣

で

あ

っ

た

獅

子

像

が

東

方

に

流

れ

て

日

本

ま

で

伝

わ

り

、

ま

た

西

方

に

流

れ

た

の

が

欧

州

で

王

位

の

象

徴

で

あ

る

獅

子

像

に

な

っ

た

と

も

。

他

に

は

イ

ン

ド

の

ラ

イ

オ

ン

像

や

エ

ジ

プ

ト

の

ス

フ

ィ

ン

ク

ス

像

な

ど

の

説

も

あ

り

、

こ

れ

ら

は

狛

犬

の

遠

縁

と

も

言

え

る

か

も

し

れ

ま

せ

ん

ね

。

神神神神
道道道道
豆豆豆豆
知知知知
識識識識

～
狛
犬
さ
ん
の
お
は
な
し
～

当社の狛犬も表情いろいろ

夏
祭
神
饌
料
を

承
り
ま
す


